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贈
答
歌

　
二
十
八
年
振
り
に
仙
台
で
再
会
し
た
二
人

の
心
中
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

再
会
し
て
間
も
な
い
頃
と
推
測
さ
れ
る
二
人

の
贈
答
歌
が
、
政
宗
自
筆
の
歌
集
「
貞
山
様

御
筆
御
歌
」
（
仙
台
市
博
物
館
蔵
）
に
記
さ

れ
て
い
る
（
写
真
１
）
。

　
　
　
年
月
久
し
う
へ
だ
ゝ
り
け
る
母
に
あ
い
て

　
あ
ひ
〳
〵
て
心
の
ほ
ど
や
た
ら
ち
ね
の

　
　
　
ゆ
く
す
ゑ
ひ
さ
し
千
と
せ
ふ
る
と
も

　
　
　
母
の
返
し

　
二
ば
よ
り
う
へ
し
こ
ま
つ
の
木
だ
か
く
も

　
　
　
え
だ
を
か
さ
ね
て
い
く
千
世
ノ
や
ど

　
政
宗
の
和
歌
の
心
は
、
二
十
八
年
振
り
に

お
母
さ
ん
に
お
会
い
し
て
心
の
内
を
述
べ
る

な
ら
ば
、
お
母
さ
ん
に
は
い
つ
ま
で
も
元
気

で
長
生
き
し
て
ほ
し
い
と
願
う
だ
け
だ
、
と

い
う
も
の
。
一
方
、
母
の
歌
は
、
幼
い
頃
か

ら
大
切
に
育
て
て
き
た
松
の
木
が
今
や
大
き

く
な
っ
て
幾
重
に
も
枝
を
張
り
立
派
な
松
に

な
っ
た
。
そ
の
下
に
行
っ
て
こ
れ
か
ら
お
世

話
に
な
る
の
だ
、
と
い
う
喜
び
だ
ろ
う
。
言

う
ま
で
も
な
く
松
は
政
宗
で
あ
る
。

　
実
は
こ
の
母
の
返
歌
で
思
い
出
さ
れ
る
和

歌
が
あ
る
。
政
宗
の
父
輝
宗
が
書
い
た
和
歌

色
紙
（
写
真
２
）
で
あ
る
。

　
二
葉
よ
り
た
の
も
し
き
か
な
か
す
が
山

　
こ
だ
か
き
松
の
た
ね
と
お
も
へ
ば

　
こ
の
色
紙
は
政
宗
が
、
父
の
形
見
と
し
て

大
事
に
し
て
い
た
輝
宗
自
筆
の
書
状
（
政
宗

宛
）
と
一
緒
に
保
管
し
て
い
た
も
の

（
１
）

。
後
に

二
つ
と
も
息
子
の
伊
達
忠
宗
（
政
宗
の
次
男
、

仙
台
藩
二
代
藩
主
）
に
譲
っ
て
い
る
。

　
和
歌
は
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
収
め
ら
れ
た

大お
お

中な
か

臣
と
み
の

能よ
し

宣の
ぶ

（
九
二
一
～
九
一
）
の
和
歌
で

あ
る
。
そ
の
心
は
、
栄
華
を
誇
る
藤
原
氏
の

御
子
の
誕
生
を
祝
い
、
藤
原
氏
の
若
君
だ
と

思
う
と
、
幼
く
と
も
頼
も
し
く
見
え
る
、
と

い
う
も
の
。
輝
宗
が
こ
の
色
紙
を
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
と
き
に
書
い
た
か
は
未
詳
だ
が
、

わ
が
子
政
宗
の
誕
生
を
祝
い
、
そ
の
成
長
と

将
来
へ
の
期
待
を
込
め
て
書
い
た
も
の
、
と

も
推
測
さ
れ
る
。
伊
達
氏
も
本
姓
は
藤
原
で

あ
る
。

　
母
の
返
歌
は
こ
の
能
宣
の
和
歌
を
踏
ま
え

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
輝
宗
は
当
然
こ

の
色
紙
を
義
姫
に
も
見
せ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
能
宣
の
和
歌
は
輝
宗
、
義
姫
、
政
宗
親

子
に
と
っ
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
思
い

出
の
和
歌
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
義
姫
の
返

歌
に
、
政
宗
の
母
と
し
て
の
誇
り
が
感
じ
ら

れ
る
の
は
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。

政
宗
と
の
別
れ

　
仙
台
で
の
再
会
を
喜
び
合
っ
た
二
人
だ
が
、

年
が
明
け
て
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
四
月

十
七
日
政
宗
は
仙
台
を
発
っ
て
江
戸
へ
上
る
。

将
軍
徳
川
秀
忠
、
家
光
親
子
に
供
奉
し
て
上

洛
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
仙
台
を
発
つ
一
カ

月
前
、
母
に
宛
て
た
と
思
わ
れ
る
手
紙

（
２
）が

「
伊

達
家
文
書
」
に
残
さ
れ
て
い
る
（
写
真
３
）
。

従
来
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
手
紙
な

の
で
、
全
文
と
訳
文
を
掲
げ
る
。

伊
達
政
宗
の
母
義
姫
（
保
春
院
）
の
最
晩
年
（
後
編
）

佐

藤

憲

一

写真１ 　 伊達政宗筆「 貞山様御筆御歌」 仙台市博物館蔵

写真２ 　 伊達輝宗筆「 和歌色紙」 仙台市博物館蔵

写真３ 　 伊達政宗自筆消息　 こ し □宛

（ 元和９ 年ヵ ） ３ 月1 2 日　 3 6 .4 cm ×5 2 .5 cm 仙台市博物館蔵
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御 （

思
）ほ

し
め （

召
）し

よ （
寄
）せ

ら
れ
、
御
文
こ （

殊
）と

に

ち （
重
）う

の
う （

内
）ち

、
う （

打ち
お置

）か
す
詠
入
ま
い
ら

せ
候
。
ま
こ
と
に
、
ち （

近か
〳々

）〵
の
、
の （

上
）ほ

り
に
て
御
さ

（
坐
）

候
ま
ゝ
、
御
い

（
暇と

ま
こ 乞

）
い

か
れ
こ
れ
』
し （

伺

　候
）

か
う
申
候
て
、
申
上
た （

度
）く

候
へ
と
も
、
い
か
に
も
す （

隙
）き

御
さ

（
坐
）な

く
候

ま
ゝ
、
わ
た
く
し
な
か
ら
、
御
ゆ （

許
）る

し
な

さ
れ
へ
く
候
。
か
し
く
。

　
　
こ
と
し
ハ
ゑ

（
江
戸
）と

に
と （

年
）し

を
こ （

越
）し

申
候
ハ

ん
ま
ゝ
、
き
た
る
春
正
月
の
う
ち
に
ハ
、

御
い （

暇
）

と
ま
し （

次
第
）

た
い
に
、
ま （

罷
）か

り
く （

下
）た

り

候
へ
く
候
。
御
と （

歳
）し

の
う （

上
）へ

な
れ
は
、

一
し （

入
）ほ

御
の （

残
）こ

り
お （

多
）ほ

き
と
の
御
こ （

理
）と

ハ
り
、
か
た
し
け
な
く
、
』
時
な
ら
ぬ

袖
に
、
し （

時
雨
）

く
れ
を
も
よ
を
し
申
事
に
て

候
。
く
ハ
し
く
、
こ （

小
少
将
ヵ
）

せ
う
か
た
よ
り
申

上
ま
い
ら
せ
候
。
め
て
、
か
し
く
。

　
「
三 （

切
封
ウ
ワ
書
）

月
十
二
日

　
（
墨
引
き
）

　 

こ
（
元
和
九
年
ヵ
）

し
□
殿

　
　
　
　
　
　
む （

伊
達
政
宗
）

つ
の
か
ミ

　
　
　
　 

御
申

」

〔
訳
〕

　
心
の
こ
も
っ
た
お
手
紙
を
い
た
だ
き
、
ま

た
重
の
内
、
早
速
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。

本
当
に
近
々
江
戸
へ
上
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
お
暇
乞
い
に
伺
候
し
て

色
々
申
し
上
げ
た
い
の
で
す
が
、
ど
う
に

も
隙
が
な
く
、
勝
手
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

御
ゆ
る
し
く
だ
さ
い
。
か
し
く
。

　
　
今
年
は
江
戸
で
年
を
越
す
こ
と
に
な
り

そ
う
で
す
。
来
年
の
春
正
月
に
は
、（
将

軍
か
ら
）
お
暇
を
い
た
だ
き
次
第
仙
台

に
帰
る
つ
も
り
で
す
。
年
を
取
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
（
そ
な
た
に
直
接
会
っ

て
挨
拶
が
で
き
な
い
の
は
）
一
入
残
念

で
あ
る
と
の
お
言
葉
、
身
に
し
み
て
有

難
く
、
思
わ
ず
涙
を
流
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
詳
し
く
は
、
小
少
将
方
よ
り
申

し
上
げ
ま
す
。
め
で
た
く
、
か
し
く
。

　
宛
名
の
「
こ
し
□
」
は
母
義
姫
の
侍
女
か
。

文
中
の
「
こ
せ
う
」
は
母
の
侍
女
小
少
将
と

思
わ
れ
る
。
「
こ
し
□
」
は
、
あ
る
い
は
政

宗
と
母
の
取
次
役
か
。
文
中
に
「
す
き
御
さ

な
く
候
ま
ゝ
」
と
あ
る
の
は
、
将
軍
秀
忠
・

家
光
親
子
の
春
中
の
上
洛
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
上
洛
の
日
取
り
が
決
ま
り
次
第
、
政
宗

は
直
ぐ
に
江
戸
に
上
り
上
洛
に
供
奉
す
る
つ

も
り
で
あ
っ
た

（
３
）

。
こ
の
た
め
二
月
頃
か
ら
待

機
中
で
、
母
の
も
と
へ
伺
候
す
る
余
裕
が
な

か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
母
か
ら
は
、
年

寄
で
も
あ
り
こ
れ
が
最
後
か
も
し
れ
な
い
の

で
、
江
戸
へ
発
つ
前
に
是
非
一
度
お
会
い
し

た
い
と
の
意
向
が
伝
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

政
宗
も
同
じ
気
持
で
あ
っ
た
。
「
か
た
じ
け

な
く
、
時
な
ら
ぬ
袖
に
時
雨
を
催
し
申
す
事

に
候
」
と
感
涙
し
て
い
る
。

　
政
宗
は
四
月
二
十
五
日
に
江
戸
に
着
き
、

将
軍
秀
忠
・
家
光
親
子
に
供
奉
し
て
上
洛
。

江
戸
出
立
は
五
月
十
六
日
、
京
都
着
は
六
月

八
日
で
あ
っ
た
。
政
宗
は
供
奉
す
る
大
名
達

の
先
駆
を
命
ぜ
ら
れ
、
一
番
に
上
洛
を
果
た

す
。
息
子
忠
宗
も
同
行
し
た
。
こ
の
手
紙
が

仙
台
で
の
母
と
の
最
後
の
別
れ
と
な
っ
た
。

　
母
の
死
は
七
月
十
六
日
。
享
年
七
十
六
。

母
の
訃
報
を
政
宗
は
京
都
で
受
け
取
っ
た
。

追
悼
の
和
歌
二
首
が
残
さ
れ
て
い
る
（
「
貞

山
公
治
家
記
録
」
）
。

　
立
さ
り
て
浮
世
の
闇
を
遁
れ
な
ば

　
　
　
心
の
月
や
猶
も
曇
ら
じ

　
鳴
虫
の
声
を
争
ふ
悲
み
に

　
　
　
涙
の
露
ぞ
袖
に
ひ
ま
な
き

愛
姫
や
孫
た
ち
と
の
交
流

　
仙
台
で
の
約
十
カ
月
間
の
短
い
く
ら
し
の

中
で
、
義
姫
は
江
戸
に
い
る
政
宗
夫
人
愛
姫

（
一
五
六
八
～
一
六
五
三
）
や
孫
た
ち
と
も

交
流
し
て
い
る
。
義
姫
か
ら
手
作
り
の
提
げ

袋
を
贈
ら
れ
た
愛
姫
は
「
お
贈
り
い
た
だ
い

た
お
母
様
お
手
製
の
提
げ
袋
、
そ
の
美
し
さ

に
見
惚
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
立
派
に

お
作
り
に
な
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
、
さ
ぞ
や

御
目
も
達
者
で
あ
ら
れ
る
こ
と
と
、
提
げ
袋

を
眺
め
な
が
ら
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
見
事
で
美
し
い
提
げ
袋
は
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
感
激
し
て
お
り
ま
す
」（
意
訳
）

と
手 （

４
）紙

で
述
べ
て
い
る
。
姑
と
し
て
嫁
に
対

す
る
細
や
か
な
気
遣
い
が
窺
が
え
て
微
笑
ま

し
い
。

　
愛
姫
が
豊
臣
秀
吉
の
人
質
と
し
て
政
宗
、

義
姫
と
別
れ
米
沢
か
ら
上
京
す
る
の
は
天
正

十
八
年
（
一
五
九
○
）、
二
十
三
歳
の
と
き
。

そ
の
後
徳
川
家
康
の
人
質
と
し
て
江
戸
に
移

り
、
以
後
死
ぬ
ま
で
仙
台
に
来
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
従
っ
て
、
二
人
は
米
沢
で
別
れ
て
か

ら
一
度
も
会
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
孫
た
ち
と
の
交
流
も
、
元
和
九
年
六
月
五

日
上
洛
途
上
の
政
宗
に
宛
て
た
手 （

５
）紙

で
は
、

江
戸
に
い
る
忠
宗
夫
人
振
姫
（
徳
川
秀
忠
の

養
女
、
実
は
池
田
輝
政
の
娘
）
の
出
産
が
間

近
と
聞
き
、
お
付
き
の
者
た
ち
と
相
談
し
て

安
産
祈
願
の
御
守
を
送
り
届
け
た
こ
と
を
知

ら
せ
て
い
る
。
ま
た
、
千
勝
丸
（
政
宗
の
十

男
、
後
の
宗
勝
。
当
時
、
三
歳
）
が
賢
く
、

立
派
に
育
ち
、
千
勝
丸
が
住
む
屋
敷
の
造
作

も
順
調
に
進
ん
で
い
る
の
で
安
心
す
る
よ
う

に
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
同
じ
く
七
月
六
日
牟む

宇 う

姫
（
政
宗
の
次
女
。

当
時
、
十
六
歳
）
に
宛
て
た
手 （

６
）紙

（
写
真
４
）

で
は
、
病
気
の
見
舞
い
に
対
す
る
お
礼
を
述

べ
て
い
る
。
牟
宇
姫
は
伊
達
家
の
重
臣
、
角

田
（
宮
城
県
角
田
市
）
の
石
川
家
に
嫁
い
だ
。

夫
は
石
川
宗
敬
で
あ
る
。
こ
の
時
、
義
姫
は

口
の
中
を
傷
め
臥
せ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

心
配
し
た
牟
宇
姫
は
祖
母
が
病
気
と
聞
き
見

写真４ 　 義姫消息（ 侍女小宰相代筆）　 牟宇姫宛

（ 元和９ 年） ７ 月６ 日　 3 4 .2 cm ×4 7 .2 cm 角田市郷土資料館蔵
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舞
状
を
出
し
た
の
だ
ろ
う
。
可
愛
い
孫
娘
の

気
遣
い
に
「
薬
な
ど
用
い
た
ら
、
そ
ろ
そ
ろ

良
く
な
り
ま
し
た
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
」

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
心
配
し
た
牟
宇

姫
は
夫
の
宗
敬
に
直
接
義
姫
を
見
舞
わ
せ
て

い
る
。
七
月
八
日
付
の
牟
宇
姫
宛
の
手
紙

（
７
）で

「
わ
ざ
わ
ざ
お
見
舞
い
い
た
だ
き
恐
縮
し
て

お
り
ま
す
、
く
れ
ぐ
れ
も
民
部
（
宗
敬
）
殿

に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
」
と
感
謝
し

て
い
る
。

　
義
姫
の
手
紙
は
い
ず
れ
も
侍
女
小
宰
相
に

よ
る
代
筆
で
あ
る
。
石
川
家
に
は
牟
宇
姫
に

宛
て
た
義
姫
の
手
紙
が
九
通
あ
っ
た
と
記
録

さ
れ
て
い
る
が
、
今
は
こ
の
二
通
し
か
残
っ

て
い
な
い
。
義
姫
が
黄
泉
へ
と
旅
立
つ
の
は
、

こ
の
八
日
後
で
あ
る
。

保
春
院
の
諡
号
に
つ
い
て

　
義
姫
の
遺
骸
は
仙
台
北
山
に
あ
る
伊
達
輝

宗
の
菩
提
寺
、
臨
済
宗
覚
範
寺
で
荼
毘
に
付

さ
れ
、
そ
の
地
に
埋
葬
さ
れ
た
（
写
真
５
）
。

導
師
を
務
め
た
の
は
覚
範
寺
の
清せ

い

嶽が
く

宗そ
う

拙せ
つ

（
一
五
六
四
～
一
六
四
四
）
で
あ
る
。
清
嶽

は
伊
庭
惣
八
郎
と
い
い
政
宗
の
家
臣
で
あ
っ

た
が
、
同
輩
を
斬
っ
て
逃
亡
。
そ
の
後
政
宗

の
師
で
あ
る
虎こ

哉さ
い

宗そ
う

乙い
つ

（
一
五
三
〇
～
一
六

一
一
）
の
法
嗣
と
な
り
、
虎
哉
が
開
山
と
な
っ

た
覚
範
寺
の
第
三
世
と
な
っ
た
。
政
宗
の
信

頼
大
き
く
、
後
に
政
宗
の
母
の
菩
提
寺
保
春

院
の
開
山
と
な
り
、
ま
た
政
宗
の
菩
提
寺
瑞

鳳
寺
の
開
山
も
務
め
た
。
政
宗
の
葬
儀
の
導

師
も
務
め
て
い
る
。

　
義
姫
の
法
名
、
保
春
院
殿
花
窓
久
栄
尼
大

姉
を
授
け
た
の
も
清
嶽
で
あ
る
。
「
貞
山
公

治
家
記
録
」
（
元
和
九
年
七
月
十
六
日
の
条
）

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
去
年
九
月
以
後
今
年
ニ
至
リ
、
月
日
不
知
、

落
飾
シ
玉
ヒ
、
覚
範
寺
清
岳
和
尚
御
院
号

法
名
ヲ
奉
ラ
レ
、
保
春
院
殿
花
窓
久
栄
尼

大
姉
と
号
セ
ラ
ル
、
且
ツ
御
寿
像
ノ
賛
ア

リ
、
其
詞
ニ
云
ク
、
脱
却
羅
綾
錦
繍
紗
、

法
身
堅
固
仏
袈
裟
、
念
珠
百
八
秘
持
呪
、

永
保
春
風
却
外
花

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
義
姫
が
落
飾
し
保
春
院

を
号
す
る
の
は
仙
台
に
帰
っ
て
か
ら
死
ま
で

の
間
と
な
る
。
し
か
し
、
義
姫
が
生
前
に
自

ら
「
保
春
院
」
を
号
し
た
こ
と
も
、
又
、
周

り
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
た
こ
と
も
、
今
の
と
こ

ろ
同
時
代
の
一
次
資
料
に
よ
っ
て
確
認
で
き

な
い
。
先
に
紹
介
し
た
元
和
九
年
六
月
五
日

上
洛
途
上
の
政
宗
に
宛
て
た
手
紙
で
も
、「
仙

東
（
仙
台
東
）
よ
り
」
と
な
っ
て
お
り
、「
東
」

と
称
し
て
い
た
こ
と
分
か
る
。
周
り
か
ら
は
、

「
お
東
様
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、「
花
窓
久
栄
」
の
法
名
に
つ
い
て
は
、

既
に
虎
哉
和
尚
か
ら
授
か
っ
て
い
た
こ
と
が
、

高
野
山
に
あ
る
自
身
の
逆
修
供
養
塔
（
宝
篋

印
塔
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
供

養
塔
は
天
正
十
三
年
十
月
八
日
伊
達
輝
宗
の

死
去
に
と
も
な
い
、
義
姫
が
輝
宗
の
供
養
塔

と
一
緒
に
建
て
た
も
の
で
あ
る
（
表
紙
写

真
）
。
輝
宗
の
供
養
塔
に
は
「
奥
州
伊
達

　

性
山
受
心
居
士

　
天
正
十
三
年
十
月
八
日
」
、

義
姫
の
供
養
塔
に
は
「
伊
達
女
中

　
花
窓
久

栄
　
逆
修

　
天
正
十
三
年
十
月
八
日
」
と
刻

ま
れ
て
い
る
。
輝
宗
の
戒
名
「
性
山
受
心

（
８
）」

は
輝
宗
の
葬
儀
の
導
師
も
務
め
た
資
福
寺
の

虎
哉
和
尚
が
授
け
た
も
の
で
あ
る
。
義
姫
の

戒
名
「
花
窓
久
栄
」
も
虎
哉
和
尚
か
ら
授
か
っ

た
も
の
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
保
春
院
」
の
院

号
は
清
嶽
和
尚
が
葬
儀
の
際
授
け
た
諡
号
と

考
え
ら
れ
る
。

　
更
に
、
こ
の
「
貞
山
公
治
家
記
録
」
の
記

述
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
義
姫
の
寿
像
の
存

在
だ
ろ
う
。
寿
像
に
は
清
嶽
和
尚
の
賛
が

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
生
前
の
義
姫
の
容

姿
を
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
覚
範
寺

に
は
今
こ
の
寿
像
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

　
義
姫
の
最
晩
年
、
仙
台
で
の
生
活
は
約
十

カ
月
。
そ
の
内
政
宗
と
の
水
入
ら
ず
の
く
ら

し
は
五
カ
月
に
満
た
な
い
。
短
期
間
で
は

あ
っ
た
が
、
江
戸
の
愛
姫
や
孫
た
ち
と
の
交

流
は
幸
せ
な
時
間
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
義
姫
は
羽
州
探
題
を
務
め
た
由
緒
あ
る

最
上
家
に
生
ま
れ
、
伊
達
家
に
嫁
い
で
政
宗

を
産
ん
だ
。
「
奥
羽
の
鬼
姫

（
９
）」

な
ど
と
呼
ば

れ
る
が
、
そ
れ
は
誤
解
で
あ
り
、
実
際
は
政

宗
の
母
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
生
涯
伊
達

家
と
最
上
家
の
安
泰
を
願
っ
て
奔
走
し
、
戦

国
の
世
を
た
く
ま
し
く
生
き
た
女
性
で
あ
っ

た
。
四
百
年
の
時
を
経
て
、
改
め
て
そ
の
生

涯
が
見
直
さ
れ
て
然
る
べ
き
と
思
う
。

〔
注
〕

（
１
）
『
大
日
本
古
文
書

　
伊
達
家
文
書
』
（
以
下
、
『
伊

達
家
文
書
』
と
略
す
）
十

　
三
二
六
八
号
。
輝
宗

自
筆
の
書
状
と
色
紙
は
、
政
宗
自
筆
の
包
紙
に
、

さ
ら
に
忠
宗
自
筆
の
包
紙
に
二
重
に
包
ま
れ
て
い

る
。
政
宗
か
ら
忠
宗
へ
引
き
継
が
れ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
な
お
、書
状
と
色
紙
は『
大
日
本
史
料
』

第
十
一
編
之
二
十
一

　
天
正
十
三
年
十
月
八
日
の

条
に
も
写
真
入
り
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
『
仙
台
市
史

　
伊
達
政
宗
文
書
』
（
以
下
、『
伊
達

政
宗
文
書
』
と
略
す
）
三
七
一
八
号
。

（
３
）
『
伊
達
政
宗
文
書
』
二
三
五
八
号
（
元
和
九
年
二

月
六
日

　
佐
竹
右
京
大
夫
義
宣
宛
書
状
）
ほ
か
、

同
二
三
五
九
号
、
二
三
七
一
号
、
二
三
七
八
号
、

二
三
八
一
号
、
二
三
八
三
号
等
に
上
洛
に
向
け
て

仙
台
で
待
機
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

（
４
）
『
伊
達
家
文
書
』
八
五
三
号
。

（
５
）
『
伊
達
家
文
書
』
八
四
六
号
。

（
６
）
角
田
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
五
十
五
集
『
角
田

石
川
家
に
嫁
い
だ
伊
達
政
宗
の
次
女

　
牟
宇
姫
へ

の
手
紙

　
三
』
角
田
市
郷
土
資
料
館

　
令
和
四
年

三
月

（
７
）
同
右

（
８
）
「
受
心
」
の
戒
名
は
、
輝
宗
が
隠
居
し
た
後
の
文

書
に
見
え
る
。
例
え
ば
伊
達
輝
宗
筆
「
正
月
仕
置

之
事
（
天
正
十
二
年
極
月

　
政
宗
宛
。
『
伊
達
家

文
書
』
三
一
九
号
）
。

（
９
）
神
坂
次
郎
「
奥
羽
の
鬼
姫
―
伊
達
政
宗
の
母
」『
戦

国
を
駆
け
る
』
所
収

　
中
央
公
論
新
社

　
　
　
（
伊
達
政
宗
研
究
家
／

元
仙
台
市
博
物
館
館
長
）

写真５ 　 義姫（ 保春院） の墓 仙台市北山 覚範寺
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「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
い
う
言
葉

は
和
製
英
語
で
す
。
今
か
ら
約
三
十
年
前
に

月
尾
嘉
男
東
京
大
学
教
授
（
当
時
）
が
考
案

し
ま
し
た
。
初
め
て
世
に
出
た
の
は
一
九
九

四
年
十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
「
世
界
の
文
化

を
未
来
に
継
承
す
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

国
際
会
議
」
。
高
度
情
報
化
社
会
の
始
ま
り

を
告
げ
るW

in
d
o
w

s9
5

発
売
の
直
前
で
す
。

　
当
時
、
情
報
技
術
が
も
た
ら
す
未
来
に
対

す
る
期
待
が
関
係
者
の
な
か
で
高
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
や
通
信
網
な
ど
は
そ
れ

を
実
現
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
情
報
技
術
の
進
化
と
普
及
の
た
め
に
、

一
九
九
六
年
四
月
に
文
化
庁
・
通
商
産
業
省

（
当
時
）
、
自
治
省
（
当
時
）
が
支
援
し
、
関

連
企
業
等
に
よ
り
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

推
進
協
議
会
（
会
長

　
平
山
郁
夫
）
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
、「
源
氏
物
語
絵
巻
」

や
広
隆
寺
・
薬
師
寺
の
仏
像
な
ど
の
貴
重
な

文
化
財
が
最
新
技
術
を
も
ち
い
て
デ
ジ
タ
ル

化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
情
報
技
術

の
有
用
性
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

し
か
し
、
あ
ま
り
う
ま
く
は
い
か
ず
、
二
〇

〇
五
年
に
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
推
進
協

議
会
も
解
散
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
多
額
の

費
用
を
か
け
て
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
も
当
時
高

精
細
画
像
を
表
示
で
き
る
の
は
高
価
な
ス
タ

ン
ド
ア
ロ
ー
ン
端
末
の
み
。
し
か
も
最
新
で

あ
る
が
ゆ
え
に
技
術
の
賞
味
期
限
は
一
瞬
。

す
ぐ
に
古
び
て
、
次
々
と
新
し
い
技
術
が
生

ま
れ
ま
す
。
そ
の
ど
れ
が
生
き
残
る
の
か
も

数
年
経
た
な
け
れ
ば
わ
か
ら
ず
。
二
〇
一
七

年
に
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
学
会
が
設
立
さ

れ
る
ま
で
の
お
よ
そ
十
年
間
は
、
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
私
た
ち
の
生
活
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
浸
透
し
て
い
く
期
間
で
し

た
。

　
一
九
九
六
年
か
ら
東
北
歴
史
博
物
館
（
一

九
九
九
年
開
館
）
の
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
担

当
と
な
っ
た
私
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
推

進
協
議
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
に
も
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
場
で
は
、
世
界
中
の

人
々
の
瞬
時
に
お
互
い
の
状
況
を
理
解
し
あ

え
る
よ
う
に
な
り
、
世
界
は
平
和
に
な
る
と

い
う
説
明
が
な
さ
れ
、
私
は
そ
れ
を
信
じ
て

い
ま
し
た
。
も
う
一
つ
当
時
話
題
に
な
っ
て

い
た
の
は
博
物
館
側
が
非
協
力
的
だ
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
博
物
館
側
は
収
蔵
資
料
を

ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
て
し
ま
う
と
そ
れ
で
満

足
し
て
来
館
者
が
来
な
く
な
る
と
い
う
強
い

危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
三

十
年
後
の
現
在
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の

戦
争
は
終
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
で
は
自
国
第

一
主
義
の
大
統
領
が
当
選
し
ま
し
た
。
人
々

が
移
動
コ
ス
ト
を
か
け
て
わ
ざ
わ
ざ
見
に
来

る
の
は
ネ
ッ
ト
上
で
話
題
に
な
っ
た
も
の
で

あ
り
、
来
館
者
は
見
た
も
の
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
撮
影
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
共
有
で
き
な

け
れ
ば
満
足
し
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
情
報
技
術
は
博
物
館
と
そ
れ

を
取
り
巻
く
人
々
の
価
値
観
を
大
き
く
変
え

ま
し
た
。
今
後
も
大
き
な
変
化
に
さ
ら
さ
れ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
私
は
原
点
に
立
ち
返
る
必
要
を
感

じ
て
い
ま
す
。
「
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
い
う
言

葉
は
そ
も
そ
も
「
保
存
（
庫
）
」
と
い
う
意

味
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
後
世

の
人
々
に
利
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
文
書

を
保
存
し
、
利
用
に
供
す
る
文
書
館
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
で
保
存
さ
れ

る
の
は
貴
重
な
美
術
作
品
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
保
存

と
利
用
は
必
ず
し
も
同
じ
場
所
で
あ
る
必
要

が
な
く
な
り
、
検
索
に
よ
っ
て
人
間
の
記
憶

力
を
は
る
か
に
超
え
た
大
量
の
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
を
扱
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
恩
恵
に
つ
い
て
は
私
が
説
明
す
る
ま
で
も

な
い
で
し
ょ
う
。

　
博
物
館
が
今
後
も
役
割
を
果
た
し
て
い
く

た
め
に
は
収
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
不
可

欠
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
作
業
が
非
常
に
困

難
で
あ
る
こ
と
も
三
十
年
近
く
こ
の
仕
事
を

し
て
き
た
私
に
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
私
が
現
在
携
わ
っ
て
い
る
「
山
形
ア
ー

カ
イ
ブ
」
で
は
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
少
し
ず

つ
情
報
を
掲
載
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
た
だ
範
囲
は
広
く
、
山
形
の
過
去
だ
け

で
な
く
現
在
の
風
景
や
人
々
の
記
憶
も
掲
載

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
現
在
は
一
瞬
で
過

去
に
な
り
ま
す
し
、
今
を
生
き
る
人
た
ち
に

と
っ
て
大
切
な
思
い
出
で
す
か
ら
。
こ
の
記

憶
の
蓄
積
は
今
だ
け
で
な
く
未
来
の
山
形
の

方
々
が
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
在
り
方
を
考
え

る
手
が
か
り
に
な
る
は
ず
で
す
。
博
物
館
も

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
も
そ
の
た
め
に
存
在

す
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
（
山
形
大
学
附
属
博
物
館 

学
芸
研
究
員

・
学
士
課
程
基
盤
教
育
院 

教
授
）

博
物
館
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

佐

藤

　

琴
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新
・
最
上
義
光
連
歌
の
世
界 

②

　
前
回
取
り
上
げ
た
文
禄
二
（
一
五
九
三
）
年
二
月
の
連
歌

か
ら
数
ヶ
月
後
、
義
光
の
同
じ
発
句
を
使
っ
て
連
歌
が
巻
か

れ
た
。
前
回
と
今
回
の
三
句
を
見
比
べ
て
み
て
ほ
し
い
。
前

回
の
脇
句
は
氏
家
守
棟
、
第
三
が
里
村
紹
巴
だ
が
、
今
回
は

脇
句
を
紹
巴
、
第
三
を
昌
叱
が
詠
む
。
前
回
と
重
な
る
顔
ぶ

れ
は
義
光
・
紹
巴
・
昌
叱
・
玄
仍
・
景
敏
・
光
清
の
六
名
、

そ
れ
に
堀
喜
吽
・
成
田
氏
長
ら
七
名
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。

　
本
人
が
同
じ
発
句
を
再
び
使
う
と
い
う
こ
と
、
実
は
こ
れ

が
か
な
り
珍
し
い
。
芭
蕉
自
賛
の
「
木
の
も
と
に
汁
も
鱠
も

桜
か
な
」
を
立
句
に
連
句
が
三
度
興
行
さ
れ
た
他
に
例
を
知

ら
な
い
。

　
義
光
と
紹
巴
は
な
ぜ
新
た
な
発
句
を
詠
ま
ず
に
、
同
じ
発

句
を
使
う
こ
と
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
文
禄
二
年
二
月
の
連

歌
は
義
光
を
願
主
と
す
る
戦
勝
祈
願
で
、
義
光
・
守
棟
は
肥

前
名
護
屋
に
在
陣
中
で
あ
っ
た
た
め
同
席
せ
ず
、
江
口
光
清

が
使
者
に
立
ち
、
在
京
の
紹
巴
ら
に
依
頼
し
て
続
き
を
完
成

さ
せ
た
。
そ
し
て
今
回
、
名
護
屋
か
ら
引
き
揚
げ
た
義
光
と

よ
う
や
く
京
で
対
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
紹
巴
は
、
無
事
の

帰
京
を
祝
っ
て
、
同
じ
発
句
で
改
め
て
一
座
を
設
け
る
こ
と

を
提
案
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
連
歌
に
は
武
蔵
国
忍
城
の
城
主
成
田
氏

長
も
参
加
し
て
い
る
。
氏
長
は
天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）
年

頃
か
ら
紹
巴
の
指
導
を
受
け
て
い
る
連
歌
好
き
の
武
将
の
ひ

と
り
だ
。
氏
長
も
文
禄
の
役
で
は
名
護
屋
に
参
陣
し
て
い
た

の
で
、
同
席
者
に
ふ
さ
わ
し
い
と
紹
巴
が
声
を
か
け
た
可
能

性
が
高
い
。

　
発
句
は
、
梅
の
花
が
咲
き
こ
ぼ
れ
、
そ
の
匂
い
の
至
ら
な

い
場
所
は
な
い
と
述
べ
、
梅
の
香
が
辺
り
一
面
に
漂
う
さ
ま

を
詠
む
。
脇
句
は
、
梅
の
香
に
誘
わ
れ
山
か
ら
下
り
て
き
た

鴬
も
、
我
が
家
の
垣
根
に
馴
れ
、
声
を
立
て
て
い
る
と
付
け

る
。
梅
に
鴬
は
定
番
の
取
り
合
わ
せ
。
第
三
は
、
昨
日
は
薄

く
立
っ
て
い
た
朝
霞
が
、
今
日
は
一
段
と
濃
く
庭
に
立
ち
こ

め
、
鴬
の
姿
は
見
え
ず
と
も
声
は
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
て
く

る
と
展
開
し
た
。
梅
・
嗅
覚
→
鴬
・
聴
覚
→
霞
・
視
覚
と
、

１
　
梅
さ
き
て
匂
ひ
外ほ

か

な
る
四よ

方も

も
な
し

義
光

２
　
ま
が
き
に
な
る
ゝ
鴬
の
こ
ゑ

紹
巴

３
　
朝
霞
き
の
ふ
は
う
す
き
砌

み
ぎ
り

に
て

　
　

昌
叱

　
　
　
文
禄
二
年
六
月
十
三
日
賦
何
人
百
韻

生
田

　
慶
穂

伝
統
的
な
が
ら
も
多
彩
な
景
物
と
感
覚
を
用
い
て
初
春
の
移

ろ
い
を
描
い
て
い
る
。

　
な
お
名
子
喜
久
雄
氏
は
、
六
月
興
行
で
あ
れ
ば
発
句
は
夏

の
句
の
は
ず
で
、
春
の
句
な
の
は
不
審
、
す
な
わ
ち
誤
写
で

は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
（
『
人
文
論
究
』
六
九
）
。
残
念

な
こ
と
に
原
本
は
現
在
行
方
不
明
で
、
そ
の
真
偽
を
確
か
め

る
術
は
な
い
。
村
山
市
伊
藤
芳
夫
氏
旧
蔵
資
料
と
し
て
『
山

形
市
史

　
史
料
編
一
』
に
翻
刻
さ
れ
て
、
か
ろ
う
じ
て
活
字

の
本
文
が
伝
わ
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
『
連
歌
総
目
録
』

に
よ
れ
ば
文
禄
二
年
六
月
十
三
日
に
紹
巴
は
別
の
百
韻
に
参

加
し
て
い
る
。
本
連
歌
の
興
行
年
月
日
に
は
何
ら
か
の
錯
誤

が
あ
り
、
文
禄
二
年
春
か
ら
三
年
春
の
間
の
興
行
と
幅
を

も
っ
て
考
え
て
お
く
の
が
よ
さ
そ
う
だ
。
詳
細
は
拙
稿
「
最

上
義
光
と
里
村
紹
巴
の
接
点
―
文
禄
二
年
の
ふ
た
つ
の
連
歌

―
」
（
『
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
山
形
大
学
准
教
授
）
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最
上
義
光
歴
史
館
サ
ポ
ー
タ
ー

題字　 齋藤蕉石

　
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
ど
ち
ら
か
ら
お

い
で
に
な
り
ま
し
た
か
？
」
「
御
案
内
し
ま

す
か
？
」
な
ど
と
サ
ポ
ー
タ
ー
明
示
の
ネ
ー

ム
を
下
げ
、
さ
り
げ
な
く
声
掛
け
す
る
人
が

居
た
ら
、
そ
れ
が
最
上
義
光
歴
史
館
サ
ポ
ー

タ
ー
ク
ラ
ブ
『
義
光
会
』
の
メ
ン
バ
ー
な
の

で
す
。

　
織
田
信
長
の
『
信
長
記
』
を
『
シ
ン
チ
ョ

ウ
キ
』
と
読
ま
せ
る
よ
う
に
、
『
義
光
（
ヨ

シ
ア
キ
）
』
を
『
ギ
コ
ウ
』
と
読
ま
せ
、
歴

史
館
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
『
来
館
者
に
対
し

最
上
義
光
公
並
び
に
最
上
家
を
軸
と
し
た
郷

土
史
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
山
形
市
の
観
光

振
興
に
寄
与
す
る
』
と
い
う
一
大
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
元
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
に
結

成
さ
れ
活
動
を
続
け
て
い
る
団
体
、
そ
れ
が

『
義
光
会
（
ギ
コ
ウ
カ
イ
）
』
な
の
で
す
。

　
『
義
光
会
』
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
館
内
で
の
お
客
様

へ
の
案
内
の
み
な
ら
ず
、
年
間
を
通
し
、
多

感
な
年
頃
の
四
年
生
を
対
象
に
し
た
山
形
市

内
各
小
学
校
へ
出
向
し
て
の
出
前
講
座
『
こ

ど
も
講
座
～
ヨ
シ
ア
キ
す
く
～
る
』
や
四
月

の
桜
満
開
時
に
山
形
城
跡
霞
城
公
園
で
二
日

間
続
け
て
実
施
さ
れ
る
『
観
桜
会
』
や
、
十

月
の
『
山
形
ま
る
ご
と
マ
ラ
ソ
ン
』
に
は
義

光
や
政
宗
の
甲
冑
出
で
立
ち
姿
に
な
り
、
他

の
メ
ン
バ
ー
は
最
上
家
家
紋
と
最
上
義
光
歴

史
館
名
を
配
し
た
幟
旗
で
館
外
に
も
繰
り
出

し
、
県
内
外
か
ら
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
お

客
様
へ
義
光
及
び
歴
史
館
の
ア
ピ
ー
ル
努
力

を
惜
し
ま
な
い
。

　
十
月
に
も
う
一
つ
あ
る
歩
行
者
天
国
の
よ

う
な
所
で
実
施
す
る
『
街
な
か
賑
わ
い
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
～
よ
し
あ
き
フ
ェ
ス
タ
』
の

ブ
ー
ス
に
於
て
も
然
り
で
あ
る
。

　
歴
史
好
き
の
会
員
で
あ
る
だ
け
に
、
個
人

的
研
鑽
は
元
よ
り
、
外
部
講
師
を
招
い
て
の

勉
強
会
や
県
内
外
へ
の
最
上
義
光
歴
史
館
と

し
て
の
現
地
研
修
は
毎
年
必
ず
行
な
い
、
よ

り
多
く
の
情
報
を
お
客
様
に
提
供
で
き
る
よ

う
に
日
頃
か
ら
努
め
て
い
る
。

　
か
つ
て
は
『
歴
史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
』（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
）
や
『
英
雄
た
ち
の
選
択
』
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
な
ど
で
直
接
的
あ
る
い
は
間
接
的
に

最
上
義
光
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

度
に
最
上
義
光
等
に
関
心
を
持
た
れ
た
多
く

の
お
客
様
が
県
内
外
の
み
な
ら
ず
、
台
湾
・

中
国
。
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
諸
外
国
か
ら
来
館

し
て
く
だ
さ
り
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
凄
さ
に

驚
く
。

　
『
歴
史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
で
は
井
上
あ

さ
ひ
ア
ナ
が
直
接
取
材
来
館
撮
影
が
行
な
わ

れ
た
し
、
俳
優
や
タ
レ
ン
ト
の
方
々
が
一
般

人
の
方
々
の
振
り
を
し
て
来
館
さ
れ
て
い
る

の
を
お
見
掛
け
す
る
。

　
過
去
に
お
け
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
（
『
独

眼
竜
政
宗
』
で
義
光
の
余
り
良
く
な
い
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
た
ま
ま
来
館
さ
れ
る
お
客
様

も
多
々
い
ら
っ
し
ゃ
る
が
、
御
案
内
の
中
で

そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
い
く
ら
か
で
も
払

拭
し
て
お
帰
り
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
の
は

実
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
近
年
に
於
て
は
『
ブ
ラ
タ
モ
リ
～
山
形
』

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
や
『
歴
史
探
偵
』
最
上
義
光
（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
）
な
ど
で
最
上
義
光
を
大
き
く
取
り
上

げ
て
い
た
だ
い
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
は
地
道
に
活
動
し
て
い
る

『
義
光
会
』
に
と
っ
て
活
動
の
や
り
甲
斐
の

あ
る
救
い
だ
。

　
ど
う
し
て
も
伊
達
六
十
二
万
石
の
礎
を
築

い
た
甥
の
伊
達
政
宗
と
比
較
さ
れ
て
し
ま
う

の
は
致
し
方
な
い
。

　
義
光
か
ら
数
え
て
三
代
目
で
義
光
が
一
代

で
運
よ
く
も
築
き
上
げ
た
五
十
七
万
石
か
ら

た
っ
た
の
一
万
石
に
改
易
さ
れ
、
更
に
は
半

分
の
五
千
石
で
幕
末
を
迎
え
る
最
上
家
。

　
義
光
は
『
慶
長
出
羽
合
戦
』
と
い
う
多
く

の
犠
牲
者
を
出
し
た
戦
い
を
経
て
庄
内
方
面

等
の
領
地
を
貰
っ
て
か
ら
の
短
い
年
数
の
中

で
中
興
の
祖
と
言
わ
れ
る
多
く
の
事
業
を
成

し
遂
げ
、
霞
城
公
園
の
騎
馬
像
姿
と
し
て
顕

彰
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　
現
在
は
近
代
化
さ
れ
た
様
々
な
物
で
開
発

も
容
易
に
な
り
、
道
路
区
画
や
街
並
も
年
々

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
『
義
光
会
』
は
こ
う
し
た
世
の
変
遷
の
中

で
も
こ
れ
か
ら
も
地
道
に
お
客
様
と
の
関
わ

り
を
続
け
て
行
き
た
い
。

　
こ
の
所
『
最
上
義
光
を
主
人
公
に
大
河
ド

ラ
マ
を
』
と
頑
張
っ
く
だ
さ
っ
て
い
る
団
体

も
あ
る
。

　
い
ず
れ
実
現
し
た
な
ら
ば
実
に
喜
ば
し
い
。

　
人
生
は
実
力
だ
け
で
は
乗
り
切
れ
な
い
。

運
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
方
が
多
々
あ
る
。

　
伊
達
家
は
伊
達
家
な
り
に
運
も
あ
り
様
々

な
難
局
を
乗
り
切
れ
た
。

　
最
上
家
が
ず
っ
と
山
形
を
治
め
て
い
た
な

ら
ば
、
と
考
え
る
人
は
少
な
く
な
い
。

　
最
上
義
光
は
血
脈
づ
く
り
の
失
敗
な
の

か
？

　
今
度
は
『
偉
人
・
敗
北
か
ら
の
教
訓
』
（
Ｂ

Ｓ
11
）
で
最
上
義
光
を
是
非
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
、
ベ
テ
ラ
ン
伊
藤
潤
氏
の
繊
細
な
解

説
で
義
光
の
姿
を
読
み
解
い
て
欲
し
い
。

　
（
最
上
義
光
歴
史
館
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
『
義
光
会
』

会
長

　
最
上 

喜
男
）



表
紙
の
写
真

　

伊
達
輝
宗
供
養
塔
と
義
姫
逆
修
供
養
塔

写
真
提
供
／
仙
台
市
・
保
春
院

　
高
野
山
（
和
歌
山
県
）
に
あ
る
伊
達
輝
宗
供
養
塔
と
義
姫
逆
修

供
養
塔
で
す
。

　
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
十
月
八
日
非
業
の
死
を
遂
げ
た
夫
の

伊
達
輝
宗
の
た
め
に
、
妻
の
義
姫
が
建
て
た
供
養
塔
（
左
）
と
一
緒

に
建
て
た
自
身
の
逆
修
供
養
塔
（
右
／
宝
篋
印
塔
）
で
す
。
四
百

年
以
上
経
過
し
た
現
在
も
仲
睦
ま
じ
く
並
ん
で
立
っ
て
い
ま
す
。

　
佐
藤
憲
一
先
生
に
は
『
歴
史
館
だ
よ
り
№
30
』
か
ら
三
号
続
け

て
最
上
義
光
の
妹
で
伊
達
政
宗
の
実
母
で
あ
る
義
姫
（
保
春
院
）

に
つ
い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
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案
内
図

豊烈神社

令
和
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年
３
月
発
行
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・
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行

　
公
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財
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法
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文
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印
　
刷

　
株
式
会
社
大
風
印
刷

ご
利
用
に
つ
い
て

開
館
時
間

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

入

館

料
　
無

　
料

休

館

日
　
月
曜
日
（
国
民
の
祝
日
と
な
る
場
合
は
そ
の
翌
日
）

　
　
　
　
　
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日

交
　
　
通

　
Ｊ
Ｒ
山
形
駅
よ
り
徒
歩
約
15
分

　
　
　
　
　
大
手
町
バ
ス
停
留
所
よ
り
徒
歩
１
分

　
御
霊
屋
内
部
に
納
ま
っ
て
い
る
厨
子
は
、

「
向
唐
破
風
造
」
全
面
黒
漆
塗
り
で
、
正
面

に
両
開
き
板
扉
が
あ
る
。
厨
子
に
次
の
木
造

位
牌
十
柱
が
あ
る
。

・
最
上
義
光
・
最
上
家
親
・
長
岡
但
馬
守
・

山
家
河
内
守
・
寒
河
江
肥
前
守
・
寒
河
江
十

兵
衛
・
山
野
辺
義
忠
・
山
野
辺
義
致
・
山
野

辺
義
堅
・
清
夢
覺
の
十
柱
で
あ
る
。

　
最
上
義
光
御
霊
屋
の
建
築
か
ら
現
在
に
至

る
経
緯
を
見
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
。

　
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
七
月
十
六
日
の

「
立
石
寺
・
山
中
日
帳
」
に
、
「
御
庵
室
」
と

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
炭
素
年
代
測
定
の
結

果
、
御
霊
屋
は
最
上
義
光
没
（
慶
長
十
九
年

（
一
六
一
四
）
正
月
十
六
日
）
後
三
年
以
内
、

遅
く
と
も
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
以
前
に

は
建
て
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
御
霊
屋

建
立
者
は
義
光
の
跡
を
継
い
だ
家
親
で
、
元

和
三
年
三
月
六
日
に
没
し
て
い
る
。
家
親
が

御
霊
屋
の
完
成
を
見
た
か
否
か
は
分
か
ら
な

い
が
、
御
霊
屋
建
立
を
計
画
し
た
の
は
家
親

と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
高

野
山
の
最
上
家
供
養
の
五
輪
塔
の
地
輪
に
は

次
の
よ
う
な
刻
銘
が
あ
っ
て
、
十
二
代
の
山

形
城
城
主
最
上
家
親
が
父
義
光
の
た
め
造
立

し
た
。

「
羽
州
ノ
大
守
、
最
上
山
形
前
ノ
少
将
源
朝

臣
義
光
、
昌
国
寺
殿
玉
山
白
公
大
居
士
菩

提
ノ
為
、
大
施
主
出
羽
国
最
上
山
形
駿
河

守
源
朝
臣
家
親
、
先
考
ノ
為
也
、

　
　
敬
白

 

時
ニ
慶
長
十
九
年
甲
寅
正
月
十
八
日
」

　
ま
た
、
炭
素
年
代
測
定
の
結
果
、
御
霊
屋

背
面
の
壁
板
・
舟
肘
木
は
柱
よ
り
若
干
新
し

い
こ
と
か
ら
、
最
上
義
光
の
三
十
三
回
忌
は

一
六
四
六
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
合
せ
て
大

改
修
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
最
上
家

は
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
国
替
え
さ
れ
て

い
る
の
で
、
誰
が
大
修
理
を
行
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

　
山
野
辺
義
忠
は
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）

水
戸
家
に
一
万
石
の
家
老
と
し
て
召
し
抱
え

ら
れ
て
お
り
、
最
上
義
光
の
子
息
の
中
で
最

も
経
済
的
に
可
能
で
あ
ろ
う
。
山
野
辺
義
忠

と
御
霊
屋
と
の
拘
わ
り
は
こ
の
こ
と
が
起
因

し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
建
築
史
学
か
ら
み
て
も
、
江
戸
時
代
に
入

る
と
日
光
東
照
宮
な
ど
に
な
ら
い
全
国
の
大

名
が
御
霊
屋
を
建
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
江

戸
時
代
初
期
の
御
霊
屋
は
あ
ま
り
残
っ
て
い

な
い
。
こ
の
時
代
の
大
名
が
ど
の
よ
う
な
葬

儀
を
し
て
い
た
の
か
わ
か
る
学
術
的
に
も
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。
今
後
は
、
立
石
寺
様
を

は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、

計
画
的
に
修
復
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
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